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教 育 委 員 会 告 示

○指定文化財の指定 （文化財課取扱い）１

鹿児島県教育委員会告示第４号

鹿児島県文化財保護条例（昭和30年鹿児島県条例第48号）第４条第１項，第25条第１項及び

第30条第１項の規定により，次の表に掲げる文化財を鹿児島県指定有形文化財，鹿児島県指定

無形民俗文化財，鹿児島県指定史跡及び鹿児島県指定天然記念物に指定する。

平成28年４月19日

鹿児島県教育委員会教育長 古川仲二

有形文化財（彫刻）

所有者又は
名 称 所 在 地 備 考

管理者

大蔵寺の木造阿 曽於市末吉町 大蔵寺 嘉吉２（1442）年，大蔵寺を開山した
だい ぞう じ もく ぞう あ

弥陀如来立像 二之方2161番 了 願が，京都より持ち帰ったと伝えら
み だ によ らいりゆうぞう りょう がん

地 大蔵寺 れるヒノキ材一木造りの木造阿弥陀如来

立像である。同時期の仏像と比較すると，

やや素朴な作風であり，作者は畿内周辺

で活動しつつ地方からの需要にも応えて

いたものと考えられる。本県は廃仏毀釈
はい ぶつ きしやく

により，中世に製作された彫刻は数例し

かなく，希少で貴重な文化財である。

虎丸の木造薬師 曽於市末吉町 曽於市 本像は，曽於市末吉町虎丸地区の祠
とら まる もく ぞう やく し ほこら

如来立像 二之方2019番 にまつられていたものとされる。ヒノキ
によ らいりゆうぞう

地 曽於市歴 材の一木造りによるものであり，室町時

史民俗資料館 代後期に造られた仏像の特徴とされる素

朴で大振りな面立ちと，どっしりとした

量感が見られる。本像背面には墨書で再
ぼく しょ さい

興作者，願主，そして制作年（1554年）
こう さく しゃ がん しゅ

が記されている。このことから本県の数

少ない室町時代の在銘彫刻と考えられ，

希少価値が高く，貴重な文化財である。

有形文化財（考古資料）

所有者又は
名 称 所 在 地 備 考

管理者

天神段遺跡 出 霧島市国分上 鹿児島県 大崎町にある天神段遺跡からの出土品
てん じん だん い せき しゅつ

土品 野原縄文の森 は，12世紀後半から13世紀にかけての土
ど ひん
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２番１号 鹿 坑墓から出土したもので，中国や京都等

児島県立埋蔵 からの交易品である白磁，青磁，化粧道
はく じ せい じ

文化財センタ 具や鏡，紡 織 関連遺物，鉄製武器等で
ぼう しょく かん れん い ぶつ

ー ある。これらの資料は，本県における中

世墓の出土遺物の中でも屈指の質と情報

量を持っており，広域流通品を豊富に入

手することができる有力者の存在をうか

がい知ることができるなど，当時の歴史

文化を知ることができる貴重な文化財で

ある。

天然記念物

所有者又は
名 称 所 在 地 備 考

管理者

スレッドレース 鹿児島市城山 鹿児島県 大正３年に発生した「桜島大正噴火」

スコリア 町１番１号 による火山噴出物（長径約２メートル）
か ざん ふんしゅつぶつ

鹿児島県立博 であり，桜島の大正噴火を発生させた多

物館 様なマグマや複雑な噴火のメカニズムを

明らかにすることができる貴重な研究資

料である。

現在のところ日本産のスレッドレース

スコリアが，博物館等で展示されている

例はなく，また，文化財指定されている

例も見当たらないことから，希少価値の

ある文化財である。

有形民俗文化財（追加指定）

所有者又は
名 称 所 在 地 備 考

管理者

山宮系神舞の仮 志布志市志布 安楽山宮神 今回，新しく発見された仮面は，享保
やま みや けい かん まい

面及び衣装 志町安楽1520 社 ６年（1721年）といったこれまでのもの

番地 安楽山 より古い銘があり，仮面の制作技術の推
めい

宮神社 移についての研究資料となり得る。また，

志布志市有明 白鳥神社神 山宮系神舞の文化史を明らかにする資料

町伊﨑田6426 舞保存会 である。

番地 白鳥神

社
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